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論 文 内 容 の 要 旨

無排卵性 O strogen 過剰を特徴とする ｢いわゆる出血性メトロパチ- ｣ は婦人科脚 戒における内分泌疾

患の雄たるものであるが, 著者は本症の詳細な臨床観察とともに, 特に下垂体前葉の G onadotropin 分泌

機能を検討する目的で尿中核ホルモンの系統的測定を行ない, 相当年令の促康非妊婦人と対比検討し, さ

らにこれに G onadotropin あるいは諸種性ステロイドを投与 した際の変化をあわせて しらべた｡

まず健康非妊婦人尿中 G onadotropin は若年者では低値だが年令とともに増す傾向を示 し, 性成熟期で

は卵胞期と黄体期の問に差はないが排卵期に特有のピークを示 し, さらに閉経後になると著増するのを認

めた0

- 万, いわゆる出血性メトロパチ- 患者では, 出血開始前に尿中に G onadotropin は正常排卵期の値を

上回って上昇するが, これは主としてG A の増加によるもので G B はむしろ低値であり, 正常排卵期に比

して F S H と L H 分泌の不均衡のあることが判明 したが, 出血開始とともに尿中 G onadotropin は両分画

ともに減少 した｡

以上の所見によって, 本症における出血は, F S H , L H 両者のアンバランスによる排卵障害, 次いで

来る G onadotropin の下降, すなわち O strogen の過剰分泌, 次いで来るその消退によりおこるものであ

ることが推想された｡ 真鍋はこのことを尿中 O strogen の測定により実証 したO

そこで著者は本症患者止血後一定の期間をおいて F S H 作用の強い P .M .S .G と L H 作用の強い H .

C .G の同時大量投与を行ない G onadotropin の不均衡を是正 して性周期を正常化せんと企図 したところ,

予想のごとく多数例に排卵性周期を誘発せ しめ得, しかも成功例ではその後長期間にわたり不正出血を来

たしたものはなかった｡

次に, 本症に諸種性ステロイ ドを投与 した際の Gonadotropin 分泌機能を検討 したところ, O strogen 投

与例では投与後尿中 G onadotropin 特に G B の増すものが多く, G A , G B 不均衡の是正, 性周期の正常

化という治療目的に対 し一応の希望を得たが, Progesteron あるいは A ndrogen 投与では G onadotropin 分
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泌を一時的に抑制するのみで上記の目的に添 う成績を得 られなかった0

一方動物実験として持続発情白鼠の卵巣および下垂体前葉を組織化学的に検討 したところ排卵障害およ

び F S H 分泌の克進を推想させる所見を得, 人における出血性メ トロパチーに対比 し得ることが判明した

のでこれに前記 3 ステロイドを投与 したが, ともに先進 しているF S H 分泌を抑制する成績が得 られた｡

以上により著者はいわゆる出血性メ トロパチ- の原因が F H S , L H 分泌の不均衡による排 卵 障 害,

O strogen の過剰分泌にあることを知り, さらにこの不均衡を是正 して排卵性性周期を確立するため に は

p .M .S .G とH .C .G の同時大量混合投与法がすぐれていることを実証 した｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

いわゆる出血性メトロパチ- 患者の多数症例について出血前, 出血中にわたり尿 中排 滑 G onadotropin

塞, 特にその分画を経 目的に測定, これを正常成熟婦人の所見と比較, さらに本症とその本態が同じと見

なされている持続発情白鼠について下垂体前葉の組織化学的検索を行ない, 本症の一次的原因が下垂体か

らの卵胞刺激ホルモン, 黄体形成ホルモン分泌の不均衡による排卵障害であり, これを是正 し正常排卵を

誘発することが本症治療の根本義であるとの考察に到達 した｡

よって, 従来本症の治療に多く使用されていた O strogen, progesteron ならびに A ndrogen 等のそれぞ

れ単独投与による臨床成績および尿中排浬 Gonadotropin 所見をかかる観点から再検討 したとこ, ろいずれ

も一時的止血効果は認められたが正常周期誘発の目的は達せられず, 卵胞刺激作用の強い妊馬血活性 G o-

nadotropin と黄体形成作用の強い械毛性 G onadotropin を一定の比率で投与することによって初めて正常

周期が誘発され, じご不正出血の発乗を見ず, この治療法こそ本症に対する原因療法としての意義の大な

ることを確認 し得たものであり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定 した｡
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